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1. CNに関する国の動向について

2. CNP形成計画の概要について



１．CN（カーボンニュートラル）に関する国の動向について

１）2050年CNに向けた動き

 2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、2050年カーボンニュートラル、脱炭素社
会の実現を目指すこととする、内閣総理大臣所信表明演説（R2.10.26）を受け、今後の産業として成長が
期待され、２０５０年カーボンニュートラルを目指す上で取組が不可欠な14の重要分野の実行計画として
「グリーン成長戦略」が策定され、この中で、「カーボンニュートラルポート」が位置づけ。

①2050年CNに伴うグリーン成長戦略

⑧物流・人流・土木インフラ産業

 カーボンニュートラルポートの形成、スマート交通の導入、自転車移動の導入促進、グリーン物流の
推進、交通ネットワーク・拠点・輸送の効率化・低炭素化の推進、インフラ・都市空間等でのゼロエ
ミッション化、建設施工におけるカーボンニュートラルの実現に総合的に取り組むことで、物流・人
流・土木インフラ産業での2050年のカーボンニュートラル実現を目指す。

我が国のCO2排出量の約６割が港湾・臨海部から
• 我が国のCO2排出量の約６割を占める火力発電・製造等は
主に港湾・臨海部に立地

• 我が国の輸出入の99.6％を取り扱う港湾は、コンテナ貨物
トレーナーや横持トラックの輸送拠点

• 港湾は、水素・アンモニア等次世代エネルギーの輸入拠点

水素等次世代エネルギー輸送手段や受入体制が確立されてい
ない。
各事業者が個々に技術開発等に取り組んでおり、スケールメ
リットの創出が困難。
水素等次世代エネルギー調達のため、海外での積出港の確保
が必要

港湾におけるカーボンニュートラルポートの形成
次世代エネルギーの輸送キャリアに応じたモデ
ル港を対象として、社会実装を推進。カーボン
ニュートラルポート（CNP）形成のためのマ
ニュアルを策定し、CNPの形成を全国に展開。

次世代エネルギー資源獲得に資する海外における
港湾投資の検討
海外からの次世代エネルギー資源の安価な大量
輸入のため、積出港の環境整備等、企業による
取組を支援。

カーボン
ニュート
ラルポー
トの形成

現状と課題 今後の取組

CNP（カーボンニュートラ
ルポート）の位置づけ
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１．CNに関する国の動向について

「工程表」

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 ～2030年 ～2040年 ～2050年

CNP形成
マニュアル
策定・モデ
ル港の決定

モデル港での重点的な実証 CNP形成の全国への展開

LNGバンカリング拠点の利用促進等

○カーボンニュートラルポート（CNP）の形成

荷役機械等のFC化導入拡大実装・コスト低減

モデル港での実証

港湾荷役機械等の
FC化等実行可能性調査

LNGバンカリン
グ拠点の拡大

実証
燃料供給体制
整備導入拡大

港湾・臨海部に立地する事業者の脱炭素化の取組み
モデル港での実証支援 全国での港湾立地企業の脱炭素化展開

○次世代エネルギー資源獲得に資する海外における港湾投資の検討

事前調査 次世代エネルギー資源輸出のための
海外における港湾投資の支援

海外からの次世代
エネルギー輸入体制の確立

水素・アンモニア燃料船への燃料供給等技術開発

水素・アンモニア船商用的拡大
に対応した燃料供給体制の整備

★目標（2050年時）港湾におけるカーボンニュートラルの実現

CNP（カーボンニュート
ラルポート）に関する
2050年までの工程表

●導入フェーズ：

●具体化すべき政策手法：①目標、②法制度（規制改革等）、③標準、④税、⑤予算、⑥金融、⑦公共調達等

１．開発フェーズ ２．実証フェーズ ４．自立商用フェーズ
３．導入拡大・コスト

低減フェーズ

2出典： 2050年CNに伴うグリーン成長戦略



②地球温暖化対策の推進に関する法律の一部改正（R3.3）
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１．CNに関する国の動向について 2050年CNを
法的に位置づけ



１．CNに関する国の動向について

２）各省のCN（カーボンニュートラル）に関する動き（抜粋）

①クリーンエネルギー戦略 中間整理（R4.5.19）

経産省を中心として、
エネルギーの観点から
GX（グリーントランス
フォーメーション）

を検討中
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１．CNに関する国の動向について CNPに関しても、
取組の方向性の１つ
として位置づけ
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１．CNに関する国の動向について

②地域脱炭素ロードマップ（R3.6.9）

環境省を中心として、
地域単位で、脱炭素に
向けた取組を推進中
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１．CNに関する国の動向について

③GX実行会議（R4.7.27～）

内閣官房が今後10年間
の脱炭素に向けたロード

マップを検討開始

①日本のエネルギーの安定供給の再構築に必要となる方策、
②それを前提として、脱炭素に向けた経済・社会、産業構造変革への今後10年のロードマップ
を大きな論点として、議論が開始されている。

出典：第１回GX実行会議 資料３ 7

民間長期投資への
支援のあり方を検討

注）成長志向型カーボンプ
ライシング：
成長促進と排出抑制・吸収
を共に最大化する効果



【供給サイド】 【利用サイド】

① 水素・燃料アン
モニア等の受入
環境の整備

水素・燃料アンモニア等の
輸入などのための受入環
境を整備する。

③ 港湾地域の脱炭素化

火力発電、化学工業、倉庫等の立地産業と連携し、
港湾地域で面的に脱炭素化を図る。

港湾の競争力強化
（選ばれる港湾へ）

臨海部立地産業の
再興・競争力強化

行政機関、港湾立地・利用企業等が連携し、効率的に港湾の脱炭素化を推進

CNP（カーボンニュートラルポート）の形成

■CNP （カーボンニュートラルポート）の目指す姿

② 港湾オペレーションの脱炭素化

船舶や荷役機械等への環境負荷の少ない燃料の
供給など、港湾オペレーションの脱炭素化を図る。
※ターミナルに出入する大型車両含む

①水素等の受入環境の整備 ③港湾地域の脱炭素化②港湾オペレーションの脱炭素化

液化水素やアンモニア等の
受入基地の形成

←
低・脱炭素型
の荷役機械
等の導入

→
LNG・燃料アンモニア
等の環境負荷の
少ない船舶燃料の
補給機能の確保

自立型
大型
水素等
電源

ブルーカーボン

火力発電への水素混焼 石炭火力発電へのアンモニア混焼
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２． CNP（カーボンニュートラルポート）形成計画の概要



２． CNP（カーボンニュートラルポート）形成計画の概要

出典：国土交通省報道発表資料（R3.12.24資料1）

■CNP （カーボンニュートラルポート）形成計画の主な記載項目
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